
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 20 号 
令和 3 年 9 月 14 日（火） 

発行者：校長 宮里 寿子 

お話朝会 「自分にはよいところがある」 

～本日より、全児童登校（午前中授業）開始～ 
約 2ヶ月ぶりに全児童一斉登校となった本日。「やっとみんなに会える！」とうれしそうに

話しかけてくる天久っ子。待ちに待っていたと思います。まだまだ感染状況が厳しい中です

が、感染症対策を徹底し、実施方法等を工夫しながら学校教育活動を進めていきます。 

 さて、本格的な学校開始にあたり、今朝は校長講話を行いました。臨時休業中は天久っ子

も先生方も一緒にオンライン学習に挑戦したことを紹介した後、再度、年度初めに掲げた学

校教育目標や天久っ子のめざす姿を確認しました。その中で、「めざす姿になるためには、

『自分に対する信頼（自分にはよいところがある：自己肯定感）』が土台となります。だけ

ど、７月のアンケートの結果、144 人の天久っ子が『自分によいところがあまりない、全くな

い』と感じています。国語、算数の他にも、音楽、体、絵、自然の中からも自分の良さを見

つけてみて下さい。ちなみに校長先生は自分の良いところは、笑顔と声と思っています。」

と、お話ししました。天久っ子に「自分のよいところ」たくさん見つけてもらいたいです。 

 

感染症対策・再度確認 

 各学級においては、大城麻衣子養護教諭が作成したパワーポ

イントを活用して、これまでのウイルスとの違いを説明し、

「手洗い・マスク・三密を避ける・体調管理（検温）・免疫

力・思いやり」の感染症対策について確認しました。 

 

 


